
……子供はみんな夢を見るもの。もしもボクが空を飛べたなら……男の子な

ら誰にもそんな空想をしたことがあるはず。しかし、もしそんな夢が実現し

たら……？　そんな子供がいれば仲間の輪を壊すだけではなく、大人たちの

秩序までも破壊する危険人物。「人と少し変わっていて何が悪い！」そう叫

ぶ少年の心は、大人たちの差別の心の裏返し……。「自民党をぶっ壊す！」

と威勢のよかった小泉改革のように、この映画が、いかにも当たり前のよう

に思われていながら実はかなりインチキな大人の秩序をぶっ壊してもらいた

いものだが……？

 もしも空が飛べたなら……？

　少年は夢を見るもの。ましてや「夏休み」となれば無限の可能性があり、男の

子なら誰でも１度くらいは「もしも空を飛べたなら……？」と想像したことがあ

るはず。しかしそんな夢が現実になったら果たしてどうなるのだろうか……？

　そこまで突っ込んで考えないのが普通だが、この映画の原作者がそこまで考え

たのは偉い。しかしてその結論は……？　それは残念ながらあまり芳しいもので

はない。つまり、人と違う（ことができる）ということは、プラス面はあるもの

の、普通の人とは違うという面を追及されるとどうしようもないほどのマイナス

になってしまうわけだ。もしも人間が千手観音のように手が千本あったり、１本

の手に指が１０本ついていれば何かと便利……。そう考える人は少なく、普通それ

は「化け物」と考えられてしまうだろう……。しかもそれは、秩序を大切にする
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／２００５年日本映画／１０２分）

空を飛んだオッチ
２００５（平成１７）年６月２４日鑑賞〈東映試写室〉　 ★★★★



大人社会だけではなく、主人公オッチ（山辺悠太）のクラスという子供社会でも

同じだった。たった１人、これも足が不自由なため人とは違う立場にある少女真

理子こと「まりっぺ」（高宗歩未）を除いては……。

 こちらの「さくら」は６４歳！

　日本人女性の「さくら」という名前は、誰にでもすぐに覚えてもらえるホント

にいい名前。今日本で１番有名な「さくら」は女子ゴルフ界の新星、横峯さくら。

宮里藍と並ぶ１９歳の少女が口うるさい（？）父親をキャディとして従えながら、

さっそうと最終１８番グリーンへの花道を歩いてくる姿はカッコいいものだが、い

つもそうであるわけではない。そういうシーンを現実にするまでには、涙ぐまし

い父親の努力や父娘の確執があったことは、最近のテレビでもよく報道されてい

るとおり……。ひと昔前、あの渥美清の生存中、そして毎年のように「寅さん映

画」がつくられていた時代の日本を代表する「さくら」は、何といっても寅さん

の妹の「さくら」。しかし、長年この「さくら」を演じてきた倍賞千恵子は、

１９４１年生まれだから今や６４歳。かつての「下町の太陽」時代の若々しい姿をまぶ

しく見つめていた私としては、すっかりおばあさん風になった姿をスクリーン上

で見るのは少し寂しいが、それでも年相応のいい味を出して「ばあちゃん」を演

じているのは、役者としては大いに幸せ……？

 南果歩はいい味を

　オッチとばあちゃんが住んでいるのは、飛騨高山にある田舎村。美しくのどか

な風景が広がり、ワンパク坊主のオッチには絶好の環境だが、現実の生活は全く

別。久しぶりに「さえない小説家」金山（金山一彦）を連れて里帰りをしてきた

オッチの母親陽子（南果歩）は、「いいところだネエ」と平凡な称賛の言葉を投

げかけてくる金山に対して、「あんたは田舎を知らないからそう言うのよ！」と

厳しい本音のお返しを……。陽子が東京で働き、毎月きちんとばあちゃんに仕送

りをしているのは立派だが、果たして陽子はどんな仕事を……？　そんなことを

詮索しても仕方がないし、陽子と金山との関係をあれこれ想像しても仕方がない

が、朝起きた時、男と寝ている母親を見たオッチはそりゃショックだったはず。
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もっとも、この母親は男にだらしない、ふしだらな女かというと決してそうでは

なく、むしろ逆にやさしい母親だったのは意外……？　そんな陽子を、南果歩が

いい味を出して演じている。もっとも、これはこの映画の本筋とは関係のない話

だが、ひょっとしてこんな母親の子として生まれ、ずっとばあちゃんと一緒に生

活していたオッチだからこそ、空を飛べたのかも……？

 非常時（？）にこそわかる人間性！

　社会も家庭も平穏で何の問題もない場合は、人間性が露骨に表に出ることはあ

まりないもの。しかしイザという時、非常時になると、否応なく人間の本性が露

呈されることに……。この映画での非常時とはもちろん、オッチが空を飛んだこ

と。「そんなバカな」と一笑に付している間は楽しいおしゃべりタイムだが、そ

れがホントの話だとなると話は別……。

　そんな時、大人たちが示す反応は原則として「内密に！」というもの。つまり

「ここだけの話にして、決して外に漏らさないように」というものだ。そんな指

示を出したのは、「あってはならないことは……あってはならないのです」と名

セリフ（？）をはく、「コトなかれ主義」の典型ともいえる校長先生（平田満）。

これだから、官僚的な組織のボスって嫌い……？　その他、

①なぜ急にオッチの運動能力が高まったのか、とライバル心を燃やし、自分の目

撃話を信用しない仲間たちにイラついて、その実証のために２階からオッチを突

き落とす同級生の清（中村憲和）、

②オッチが空を飛ぶところをテレビに公開して金儲けをしようと企む、オッチの

おじさん（中村繁之）、

③そして、思いもかけず突き落とされたはずのオッチがホントに目の前で空を飛

ぶのを見て、「あなたいったい何者なの！」と叫ぶ体育担当の里子先生（嶋田奏子）

などそれぞれの反応が面白く、それぞれの人間性がモロに露呈されてくる……？

 抵抗勢力の代表はまりっぺのお母さん……？

　去る６月１７日に５５日間の会期延長を決定した「郵政国会」では、郵政民営化法

案反対の急先鋒は、郵政事業懇話会会長の綿貫民輔氏。これぞまさに小泉改革に
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対する抵抗勢力の代表だ……？　それと同様に、ストーリーの濃淡を明確にさせ

るためとはいえ、この映画で抵抗勢力の代表と受け止められても仕方がないのが、

まりっぺの母親（渡辺梓）。まりっぺの家はお医者さんであることが途中でわか

るが、それも何か象徴的……？　まりっぺの足がなぜ不自由になったのかはわか

らないが、多分彼女は、村の中に一軒だけある裕福なお医者さんの家の一人娘

……？　その母親の２度にわたる次の発言は、抵抗勢力そのもの……？

　第１は、はじめてオッチがまりっぺの家を訪ねたとき。小学生の子供の初デー

ト（？）に母親が口出ししなくてもいいのにと思っていると、何とそこで母親の

口から飛び出した言葉は……？　第２は、里子先生に引率されてのクラス全員の

無人島への冒険で発生した「ハプニング」が、オッチが空を飛んだことによって

解決したにもかかわらず、無事救出された子供たちの親を代表するかのように、

まりっぺの母親が里子先生に対して言い放った言葉。

　この２つの言葉の意味を、あなたはどう受け止める……？

 素朴で美しくいい映画だが……？

　この映画は全編を通じて飛騨高山の自然の山々の美しさが大きなポイント。そ

して、オッチとまりっぺが昆虫採集のために野山を走り回るシーンや小川で泳ぐ

シーンなどは今や都会はもちろん田舎の小学校でもほとんど忘れられた風景のは

ず。また１学期最後の日、学校から帰って来たオッチが、ばあちゃんからの「通

信簿は？」との問いに「全部２」と答え、ランドセルを放り出すやいなや、「夏

休みだ！　夏休みだ！」と叫びながら網とカゴをもって飛び出していくシーンも

今や完全に忘れ去られた昔の風景……。１人パソコンの前でゲームをしたり、小

型のテレビゲームを無心に操るのも悪いとは言わないが、今どきの子供たちにも

たまにはこういう生活をさせる必要があるのでは……？　ちょうどこの映画は夏

休みを狙って劇場公開されるが、例によって（？）その数は少なそう……。素朴

で美しくいい映画だが、果たしてこんな地味な映画を夏休み中の子供たちが観る

だろうか。そのためには、まずは親が「もしも空が飛べたなら」と夢見た昔を思

い出しつつ、こんな映画に興味をもつことが先決なのだが……？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００５（平成１７）年６月２５日記
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愛媛新聞　平成１７（２００５）年８月２８日


